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日占二.汁論節47巻窮6一拉 1167

転炉計算制御用データ処理装置

一汁1芹機制御への第一-うむとして11上製†′｢所で鋭意製作を進めてきた
収縮号処鉄株式会祉納転炉.汁件制御川げ一夕処刑矧仙まIrl三年12川こ

川村され,リ､後好昌掛こ稼動巾であるし.

木矧弧よl二深間制御.汁堺械HICOM2100を中心とした,いわゆ

るコンピューティングロカ'-でこ旨,るが,転炉2蛙のj坦転データ2〔)0

あよりの.言Jj泌よもFJノて〕んのこと,転折壁転の操業指針ともいうべき

‖it順料配合,吹顔必要酸素境なと'の.汁筒ノミ示な行なうものである〔1

l-i柑榔キュ】ピグル,HトCOM2100,操作デスク,プリンタ2f=†,

テ】プ入汁川装抑,火ホ装ilき二亡より成一,ているしノ

.汁臥祁として,_1二業用制御計堤機11ICOM210∩ろご採用Lたた〆),
J耶11条件(温度,掛斐,振臥 ′■E㌔も維許)の想いj掛野でもノ完ぺきな

機能な発揮することができ,現地桝什,電源投入と同時に完1モに動

作するなど,従来のこの種装掛こ朴才‾る公定性,信績件の常識む脆

一-,た傾いカが可能である｡
なお本装荷完風･こついては,システム.i鮎1一,プログラム設計,ふ

るいはプロセスプ梢主式の確1主などに大きな努ノブむ払った｡

舞】図に本装符の一祁を示す‥

HトーCOM2100ほHI--COM2000シリーれ卜の1機種である.｡リ､

‾卜HトCOM2000シリーズの特長な列〉汚する(′

(1)オンラインfli糊J用計芹機としてか､信柳生む白■し,l二J糾己

他に設f芦トごきるし維芹が多りと較的氾僅差の激Lい_=那1場にお

いてもMTBF(Meantime Between Failure,一度故障が起きて

かし二J次の故障が起きるまでの平均‖引HJ)は2,000時間以上期待で

きる.+

し2)桁川11掛如〕変動に娘l∴0＼4()℃で､1蛸に虫州;L,一5′＼50℃

でも機㍑;‡ほ+す胸な受けザ,しんふし､や純度にも掛､し′ このたふ′〕乍

調宅ほ∠けに必安ない､-

(3)トランジスタを川いた川畑jスタティックノノメ(な採川し,糸

J▲の使し､プ人選走にi■上古が払われている(,

(4).iJ憤矧｢竹土磁気コフ'を主体とL,外｢'1=l;選択ノノ式(Word
al一-

1-ange)を採Jl=ノているかrJ,純音の上詩摺を受けず,i■+A度変化にも

耐える｡､ij-リブi竜旧主0.5Vにも達し,石工火のものに比して約20†〔▲ナ

の大きさである｡)

(5)大容量メモりとして,l二業口‾磁気ドラムを付加できるr〉

(6)必要に方己じて,阿走メモリを付加できる｡固定メモリは,

第1表 HトCOM主要仕様
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第1図 転炉計算制御用データ処雌婆き露

記憶l勺解か絶対に破壊されないので重要度のl軌､プログラムほ固

謹化して,信椒性を増加できる｡

(7)屯㌔も的,構造,論,叫,プ1コブラム+二すべて,ビルデインブ

ナロック的な考えを適用しているのでむだな湖描■を除き,保′､〕二山

検が容易である｡二,

(8)基本憫波数む100】くCとし,200kcでも劇作する11i描各を佐

f-11してLし!l路の余桁をと/-,た‥

(9)外部機貨拝との接続ほ,制御用としての_1'./二嚇からいかなるも

のも接続できる｡

(10)プログラムはr勺乱記憶力式であるか仁ノ,自山なプログラム

を随時解真如こ偶成することができる｡

(11)強制割込機能を石している.っ

(12)コネクタの使用をできるだけ避け,論fllしバ､ソナージ方式石ご

採用したので,接触不良による事故は減少した1+

(13)枚能ブロックごとのマージンチェックができるので保ノ､'+:が

容易である｡

(14)外部からのサージ,輿常竜J-f三の十立入を防ぐため,外｢7f;との

接続はすべて,長寿命リードリレー,水銀接点リレーにすること

ができる〔､

(15)アナログ機器との接続がおもいのままである{〕

トランジスタアンプ,マグ

アンプ,アナログ記録計,

第2表 命 令
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SCR制御回路との接続が考応

されて設計されている｡

策l表にHl-COM2100の

主要性能を,第2表に命令を

示す｡

(Il寸二製作所電機事業～溺)



1168 目立評論 第47巻第6号

超大容量OPH形日立空気遮断器

わが国の電力系統の急速な増大に伴い300kV,25,000MVAとい

う超大容量遮断器が要望されていたが,このたび日立製作所では,

定格電圧300kV,電流4,000A,定格遮断容量25,000MVA,OPH

形超大容量空気逓断器(30光圧操作)を完成し,各電力会社の形式

試験を終了した｡

木器ほすでに多数の納入実績をもつ常時充気式OPF形,OPG形

空気遮断器の製作技術をもとに多くの試作研究を行なった結果開発

したもので,この電圧階級でほ記録的な遮断器である｡

ト 定格および仕様

形 式…

定 格 電 圧‥.

絶 縁 階 級…

定 格 電 流..

定格遮断容量.‥

定格再起電圧…

定格投入電流…

定格短時間電流...

定格開極時間…

定格遮断時間‥.

無負荷投入時間‥

定格操作電j工…

定格操作圧力‥.

標準動作責務…

総 重 量...

‥.OPH-2,500A-PAR
‥ 300kV

‥.200号
‥ 4,000A

‥.25,000MVA

.JEC-145のⅠ号

‥131.3kAp
…
48.1kA

‥‥0.04秒
...3サイクル

.‥0.1秒

.‥.D.C.100V

‥.30kg/cm2

.0-0.25秒-CO-1分-CO
.‥ 約25t

2.構 造

第l図ほ本訪提の1相分の外観ニゾ共である√〕大地側の坐ゝもメンタな

べースとしてこの上にがい管を佃､1仁させ,さらにタンク形の遮断純

なこの上に配置している｡挫作系統は遮断祁に直結した操作弁と人

地側操作升とを絶総体で機械的に連結して,大地側に引張るとき遮

断動作,大地側を釈放するとき投入動作を行なう｡本器の構造,動

作原理はOPF形,OPG形と同じであるが次の点に特長がある｡

(1)操作Jヒカを15kg/cnl三かL130kg/cnlヱに即Lして遮断性

能を向上させるとともに,遮断点数な8ノJiから6ノ∴くに減少して

いる｡)

(2)足格電流が4,()00Aと人容量化されている.ノ

(3)遮断点の並列抵抗に低抵抗が使用され‾〔いるしJ

(4)操作系統がよりいっそう簡単,軽量化され,由速度の‡鮒…

に適している｡ 川‾iソニ製作所電機事業一榔)

第1表 操 作 試験 結果
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3.諸 特 性

弟2囲および弟l～2表に木器の試験結果の一例を示す｡

還

第1図 OPH-2,500A-PAR300kV,4,000A,25,000MVA

目立空気遮断器
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口_た評論 筍47巻筍6号 1169

日立全トランジスタキャリヤリレー装置

キャリヤリレーを構成する各種保護リレーは,従来電磁形であ/つ

たが,これらをすべてトランジスタ形とし,論理回路,キャリヤセ

ットもトランジスタ化した全トランジスタキャりヤリレーを完成し

たので,その概要を紹介する｡

1.装置の概:要

保護リレーカ式 短絡 距離プチ向比較力式

地純 電力方向比較方式

搬送力式

]三要リレー

弟1図は,

舞3図は,

故障時送出阻rト釈放方式J｢三変調ril･一川綬ブナ式

第1表参照

本装置の主要榔を示すブロック図(1端局分)である｡

模擬送電線における内部2緑地絡故障時の動作オシロ

グラム例であって,故障発生後2.5サイクルでトリップ指令してい

る｡弟2図は,本装置2端ノ‖)分の正面を示す｡主要リレーは,それ

ぞれ同一寸法のユニットプラグイン方式である｡論理回路ほ遮断･拝:手

引きはずし用に小形電磁リレーを用いたほかはすべてトランジスタ

化し,パッケージごとにプラグインできる｡トランジスタ回路の電

源にはnC-DCコンバータを円いたr〕またキャリヤセットも同一盤

内に実装している｡

なお,本装置は昭和39年7月以降関丙電力株式会社美濃幹線で現

地試験中であり,良好な実績をあげている｡

2.特 長

トランジスタリレーの一般的な特長としてほ,

(1)可動部分がないため,応動時‡7刀カミ短く,摩耗による経年変

化が少なく,また振動にも強い｡

(2)無接点であるため,チャタリングなどの接点琴寓がない｡

(3)高感度であり,PT,CT回路の消費VAを小さくすること

ができる(本装揮でほ,従来の1/5′､･1/20である)｡

(4)比較的小形にすることができる｡-

などがあるが,本装置でほさらに次の点を考慮している()

(5)各リレーとも動作原理はいわゆる直接位相比較方式によっ

ており,%サイクル以上の積分を行なうため,サージ入力

に対して誤動作することがなく,動作が安定である｡

(6)入力回路は十分な耐圧をもち,リミッタなどにより過大入

力をバイパスするため,サージに対して安全である｡

(7)トランジスタ回路はスイッチ作用を利用しており,孤且度に

よる特性の変化がはとんどない｡

(8)主要リレーの出力にほ一定時限をもたせており,過渡時の

動作が安定しているはか,動作時間が人力の大小にかかわ

LIN.E

[二司1 .C

ト

ノプ1

67GIlレ(内部地絡)

67GOlO3(外馳掛

㈹部恕絡)
h

受信器二二1
キャリヤーヒ･ソ

185R

(トり

ニ才一OR

石綿ヨトAND

3

(脱調

40115ロック)

44SO3
(外

トランジスタり レ【
¶--__ノ :卦-INHTBIT

論朋路

図限時要素(:二芸諾)
第11実一 食トランジスタキャリヤりしm

ブロック図(1端吊分)

らずはぼ一定

である｡

(9) Til一人カリレ

ー,複合入力

リレーとも,

張本動作ほ同

一原伸であり

Iltl路のJ-し油件

が‾大きい｡

(10) 終リレーのJ軌

作はランプで

表示し,トリ

ップ指令した

リレーの表ホ

は保持させ

る｡

(11)トランジスタ

回路電圧の異

常時には出力

をロ ックす

る｡

(日立製作所

電機事業部)

Ⅵふ

Ⅰ｡

44Sl

44SO

440M

第2囲 全トランジスタキャリヤ

リ レーの正面図

67GI

67GO

85R

送 信

受 信

トリップ指令

第3図 動作オシログラム例(2¢-G故障)
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1170 口立評論 第47巻第6号

共架多回線送電線用差電流特性キャリヤリレー

送電線の用地確保が困難になってきたため,第1図のように朴-･

鉄塔に多回線を共架した,いわゆる共架多し可線送電線がふえる傾向

にある｡多回線送電線では導体撚架を完全に行なうことができず,

線路常数が不平衡になるので,共架回線l勺を刀く平衡電流が循環し,

とくに高抵抗接地系統の地絡保護リレーが誤動作するおそれがあ

る｡今回,日立製作所でこの問題を解決する差電流特件キャリヤリ

レー方式(特許出願中)を開発し,中部電力株式会社西名了lT鼠若干塚,

寛政変電所間140kV送電線に適用し成果を収めたので紳介する｡.

1.動 作 原;哩

パイロットワイヤリレー方式は送電線両端の差電流で動作ノJを工卜

ずるため循環電流の影響が少なく,共架多｢iil線送電線の保護に崩適

の特性をもっているが,経済性から短距離送電線にしか適用できな

い｡一方従来のキャリヤリレー方式は,l-王j端電流の大きさを比較し

ていないため,その差電流特件は第2図∠0-Joのようになi),循環

電流がない場合には第2図のFlノなのごとく動作範州にほいるが,循

環電流ん()が大きいとF2ノ､-ぇのごとくなり不動作になる(､新方式は

以上の点に着日したものであって,故障発生後,内外ガ向リレーの動

作値(ム,ム)を時間とともに連続的に変化させることによi),キャ

リヤリレーの動作範甜をJ｡一g｡からfl-gl･…‥J〝-g,,と変化させ,弟

2図の点線で示す差電流特性を得るもので,これにより従来のキヤ

りヤりレーでは保護1く吋能なF2ノ､F､くのエうな故障も保護可能である.-.

2.適 用

方向比較キャリヤリレー‾方式でほ,感度協調の山カ､ら内部ノブ向リ

レーの動作値J∫を外部プチ向リレーの勅rF値んより人きく盤志する必

要があり,2端十送電線でほ通常ナノん二1.5に凰くどれる.ノ
ー方J′は

屁′ト故障電流んの30タ左程度に無産されるからJ′=0.3んとなるr〕

したが一,て本方式の動作限J仙よ第2固からわかるとおり限界山では

んり=2ん=10ノー〉

となり,故障電流の2一汗車上度の循環′i古流があっても勅rF可能である‥

またl勺外力向リレーの動作値射ヒ幅ほ1,000%程度で十分である｡

また動作時間は一例として,んu=100A(fl荷電流1,000Aの10

%)ん=200A,JJ=60A.ん=4-OAとし,動作伯変化ヰミが1,250%/s

a ●

1L一!b ●

C ●

C ●

3い b ●

し
a ●

● a l

● b:,2L

●b
√4L

第1図 共架多回線

送電線

第3図 本 装 置 の 爪 州

の場合にほ約0.2秒以卜となる.

第4図は循環電流が極端に大きい場fナの動作オシログラムであ

る｡搬送力式は普通の狭帯域(±150c/s)で各端異胴波方式とし,

いずれの端Jlが無電流端とな▼--)ても乍端の同時しゃ断を可能にして

いる.て.

3.装置の構成

舞3図ほ本装琵部分を示したものであり,令トランジスタ方式で

あるから石l仁来の電磁形キャリヤリレーーむこ比べて小さい(=.策1表ほt

磨りレー4安宗(1函に収納されている)の什様である｡

(H_-1頒竺作所電機事業部)

第1去 上 要リ レ ー 仕 様
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第2図 差電流特性原理説明図
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第4図 動作オシログラム



日立評論 第47巻第6号 1171

ク レ ー ン 無 線 制 御 装 置

数年前,日立製作所では業界にさきがけてクレーンの遠方制御装

置を発表したが,その後の技術進執ニュり,送信部分,受信部分す

べてをトランジスタ化し,小形軽量とするとともむこ,操作のしやす

いユニノミーサル･コントローラとした無線制御装置を開発した｡単

にクレーンの運転のみでなく,その他簡単な設備の遠隔制御にも｡F己

用できるものであり作業の合理化に著しい貢献をすることができよ

う｡以下簡単に紹介する｡

特 長

(1)電波法上の特別の資格が不要･t･……無線送信棟(携帯用制

御器)の出力ほ,100m離れた位置において電界強度が15〃Ⅴ/m

lリ1このものであり,無免許で電波な使用できる｡

(2)信敵性が高く,誤動作がない…･…‥周囲雑音の少ない150

Mc帯の電波を使用しており,また信号方式に独得の方法を採用

して誤動作の起こらないようにLている｡

(3)運転操作がやりやすい‥‥…･運転は2本のユニバーサル.

コントローラで行なうので同時多操作を行なえる｡またそれぞjl

は低速と高速の2速度があり,任意に選んで運転することができ

るのみならず,運転中の速度の切り換え,ある運転の開晩 停止

など,機上操作とまったく同様に行なうことができるご

(■4)苛酷な使用に耐え,また凪守一取り換えが不勢…‥使用部品

がトランジスタであるので長寿命であり取り換えの必要がない｡

また,機械的振動,衝撃に対し支障のない部品および構造である｡

(5)インチング操作が容易……‥･ユニバーサル･コントローラ

を低速ノッチに進めておき,にぎり部分についている押ボタンス

イッチを押すことにより行なうので操作が簡単である｡

(6)無意識のうちにコントローラハンドルだけが動いてもクレ

ーンは動き出すことがない……=運転するときほ常にコントロー

ラを進めてかつ,にぎり部分の押Lボタンを押さなくてはいけな

いので,押しボタン操作方式-～さスナップスイッチ操作方式のよう

に誤って接触するだけでクレーンが動き出すことがない｡

(7)同一個所に多数設置できる…‥…･搬送周波数(無線周波数)

を変えることiこより,同一構内,連星王勺に多数設置することがで

きる｡

無線周波数

出 力

主巻低速

主巷高遠

補巷低速

補巷高速

連行低速

走行高速

梼行J氏連

珠行高速

巻上軋左

l,432.5チs

PF OSC

307,5チ妄

PF OSC

1,912.5%

PF OSC

3(〉7,5亡′S

PF OSC

2,332.5〔主

PF OSC

427.5⊂s

PF OSC

之812.5ヲ占
PF OSC

487.5tこs
PF OSC

4え5〔去

RC OSC

仕 様

150Mc帯の1波,FM変調

100m離れて15/∠Ⅴ/m以■Fの電界強度

1,432.5∈ち

AlIト】0Ⅰ)

1.912.5しン5

A入lゝ!OD

乙332.5r′㍍

Åト】MO【

2,812.5与毛

Aトlト10Ⅰ

はノ

AF A入tP

&J,D.C.

F入1送信機

水晶制御

24遇焙

｢-
+臼

7'シテナ

(ユ∴′4)

146.251l仁

王-F OSC:匡`這古文発振器

RC OSC
ニ砥杭,コンデンサ軍手らこ器

A九IlIOI)

AF AMP

l.D.C.

Fl】

.＼

振幅変調器

音声周波増幅器

Ins†antaneous Del･iatiun(二りnけ-1

剛史数変調

,畦良

巻下･後,右匿一
主耶｢譜雷トー ____ホ+(スナノプ∴1■ノチ)

第3図 送 信 回 路

第1図 携帯用制御装置 第2図 受信装置

運転信号 たとえば,主巻･補巻･横行･走行,それぞれの

運転において任意に低速･高速運転可能

寸 法

重 量

電 源

制御距離

(送信部)約(幅)460×(奥行)150×(高)130(ハン

ドル含まず)

(送信部)約4kg(布バンド背負式)

DC12V,ニッケル,カドミウム蓄電池

約100m以内(周囲雑音により変わる)

第】図は携帯用制御装置(送信部分)であり,舞2図は受信装-F鞋

である｡受信装置中,補助接触器はクレーン運転用の接触器を動作

させるためのものであって,この部分を別置することもできる｡

既設クレーン,その他機械への取付

間接制御のもの……･‥本装置を取り付けるだけで無線制御可能｡

直接制御のもの…‥…･間接制御に改造し,本装置を取り付けるこ

その他梗概‥･…･･

アンテナ

くÅ/4)

.148.25柑t

BpF

PF.F

AF.AMP

DC.AMP

DET.

SQ

ー161-

水晶制御

二重スーパ椚
F九t受信器

帯放ろ波器

.圧電音叉ろ法器
膏声周波梢幅器

直流増幅器

検波器

∴ケルナ

とになる｡

‥…操作信号数が,本装置のものより少なけれ

ばそのまま応用可能｡

(日立製作所電株事業部)

llレー
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4乙5仁盲
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l.432.5士100%

BPF且
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D上｡T.

灼

相

H
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42.5r盲
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第4図 受 信 回
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1172 日立評論 第47巻第6ぢ一

日立全自動ドライクリ ーナ

従来わが国のドライグリーニソグほ石油系溶剤を使用し,洗浄,

脱液,乾燥を別々に行なう方式が多かった｡合成溶剤を使用し,洗

浄から乾燥まで自動的に行なう全日動ドライクリーニング枚ほ,近

fF欧米において普及してきたが,アメリカにおいては特にコインオ

ペドライクリーナが飛…曜的に増大し,セルフサービスクリーニング

システムが発達している｡日立製作所ほこのたびアメリカワールプ

ール社との技術提携により,合成溶剤であるパークロルエチレンを

使用する完全自動ドライグリーニソグ機を国産化し,好評を博して

いるのでここに紹介する｡一 本枚の外観写真を弟1図に示す｡

1.機構および工程

本機の機構図を弟2図に示す｡木椀は衣頬を人カーtて押ボタンを押

せば洗浄,脱液,乾燥,脱臭の全工程約40分(平均)をタイマによ

り自動的に制御してドライクリーニソグをするものである｡そのお

もな工程,時間,

プリコート‥

洗 浄..‖

脱 液….

乾 燥‥‥

脱 臭‥‥

形 式.…

洗濯容量‥‥

電 源‥

電力容量‥‥

‾､j` 法‥‥

重 量..‥

所要時間‥.

溶 剤….

チャージ方式.

プリコート剤.

措i争 剤…

シリンダ回転数を次に示す｡÷

‥ 2分(47rpm)

….7崩分(47rpm)

..…4%分(225,450,94rpm)

‥19～29分(47rpml

..2分(47rpm)

2.仕 様

.…DA-HWl｡1

..‥3.7kg(乾燥衣類〕

.‖1乍う,200V,50/60c/■s

‥.5.5kVA

‥高さ1,638×幅850×奥行1,257mm

….447kg

‖ 35､45分

/ミーグロルエチレン100/

‥.‥1%
チャージ

.…‖珪藻土(セライト)

‥‥口上全自動ドライクリーナfm存浄剤

3.特 長

(1)洗濯物の仕上がi)がすばらしい｡

自動的iこ毎回フィルタにパウダをつけるプリコート

およぴフィルタを清掃するバックウォッシュ,日立独

白の特殊清浄斉り,溶剤冷却用冷凍機,大きな径のシリ

ソダ,強力なスプレー洗浄方式,4段階の速度変換,自

動乾燥制御装置による完全な乾燥などこれまでのドラ

イクリーナにない特殊機構を有しているので沈滞物の

洗浄効果,風合が非常にすぐれている｡

(2)水道設備や蒸溜設備がいらない｡

溶剤の温度調整,回収,清浄法が冷凍機や特殊清浄

剤使用による新方式であるため,設備費の節約ととも

iこ安定した溶剤管理ができる｡

(3)機械の据付が容易で場所をとらない｡

水も蒸気も不要で,形状もコソ/ミクトでかつスマー

トなため,据付面積も約1.5m2あればよく,店頭に帯

いて店のPRにも役だつ｡

(4)完全自動システムである｡

ドアを開けて洗濯物を出し入れする操作たけで,他

Bケ′-ジ

サイト グラス

エアチェ=′ク

パル7■ 1

フィ ルタ

パ
′ク

ウすリ ンニ

､ノレノイトr

ロ

第1図 目立全自動ドライクリーナ

ほすべて全自動で運転されるため,専門技術を必要とせず砂山者

でも運転できる｡

(5)手動操作もできる｡

タイマ制御による一定のプログラムにしたがった自動システム

によらず,各工程の時間調整を手動で行なうことも可能である｡

(6)保亡､■J二点検が簡単である.｡

材料補給,機械の掃除などほ,それぞれ24l□LlOO阿,600回

Rごとに行なうだけで,連続自動運転ができる｡

(日立製作所商品事業部)
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バスケソト

∪

水分離器

水受

クパル7

カー′アン
カー r

J

Cケ′-ジ Dナーシ′

ウすリンュ

′てルプ

コンデンサパルプ

トナェ

プ∵〕

クパル7

冷凍枚

エアダイバータ′くル7

＼

.＼

シリ ング

ノ てル

コート

モート/し

トレン コ ′ク

プリ コート

ホりバ

ボン7`モートル

シリンダダ

冷却コイル/ ボンイ′

ソルベント

ル‾モスター′l

ソJしヘントタンク

第2図 口立全自動ドライクリーナ磯構図
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日立評論 第47巻第6号 1173

日 立キ ッ チ ンムーブネ ット

キッチンムーブネットは,日立製rF所が建築家菊竹清訓氏と共同

研究を行なって開発製作した独得の拝眉一設備である｡

往厄建築はプレハブ化を一つの契機として次第に工業化されてい

るが,この過程において重要な要点となるのほ住居空間に制限を加

えない設備橙器の工業化である｡ロー‡キッチンムーブネットは,建

築界のこの要求にこたえ,かつ仔J占において最も不満の多いところ

とされている台所の株能と空間を徹底的に分析し,これを建築との

関連において合群的にレイアウトしたものであり,しかも従来の台

所セットと異なり,それ日身で台所を完成する画期的なものである｡

1.種類 と 仕様

家族数,住尻の大きさ,形態などに応じて選択できるように4つ

のタイプを用意している｡それぞれの仕様は第1表のとおりであi),

また弟l図にBタイプの外観写真を示す｡この4つのタイプほ,い

ずれも寸法上,機能上の基本を形づくるもので付加機能についてほ

需要家の要求に応じて追加,変更が可能である｡

2.台所の機能とレイアウト

台所の機能を大きく分摸すると洗浄,加工,収納の三つとなる｡J

加Tl二と収納はさらに細分することができるが,台所がその機能を十

分に発揮し,使用者の労働負担を軽減するためには,この三つの機

能が互いに隣合う形でレイアウトされなければならない｡第2図ほ

主機能体部分の水平断面を示すが,この上下に収納戸棚を配置した

結果,最も合理的なレイアウトが得られた｡すなわち,作業者がと

こにいても,他のどこにも手がとどき,そのうえ,補助調理台を設

けたので,これを配膳台,水切台として使えば作業台の広さほ全体

の幅の2倍に相当し,また電気釜,トースターなどの使用場所とす

れば,従来これら器具類を置くために食卓を転用したり,あるいほ

専用の台を設けたりしている不便が解消する｡

3.据付 け方法

キッチンムーブネットほ背面が住居の壁体として使用できるよう

に構成してある｡このため据付け方法には第3図のように,一部を

屋外に出す方法,隣室との境界に据え付ける方法など,種々あるが.

いずれの場合にもムーブネット背後の住店の壁体は不要である.〕

取り付けは取り付け金具をビスで締めることによって簡単にでき

る｡これは単に工事が簡単というだけにとどまらず,ムーブネット

の寸法が建築物の寸法割りと一致させてあることとともに交換が容

易ということであり,ここに住居の工業化に貢献し,さらには,住

居は固定したものでほなく,家族数の変化,生活態様の変化に応じ

て改造または増築すべきものという概念の変化に貢献する一大特色

がある｡

配管,配線などの付帯工事ほ,とかくなおざりにされがちなので

ムーブネットでは,これを1個所で接続工事のみを行なえばよいよ

うにし,建築工期の短縮,工事費の削減を可能iこした｡

ないという結果もある.｡

第2の住宿そのものをコ

ンパクトにできるという点

については,すでに述べた

ようにムーブネットそのも

のが幅方向の寸法を奥行と

高さに展開させてコンパク

ト化したので,作業空間と

しては実際の幅の2倍の広

さがある｡この結果たとえ

ばBタイプを使う場合を考

えると,従来4.86m2必要

だった台所が2.43m2で同

じ俵能を果し得,台所空間

を半分に削減することがで

きる｡

(日立製作所家電事業部)

_.一一一-㌦

第1図 日立キッチンムーブネット

(Bタイフ)

第1表 日立キッチンムーブネットの基本仕様

話＼＼＼-､-＼＼ヲニ⊇A F BIc
K

法
奥

幅

上 部 戸

さ

行

棚

下 部 戸 棚

流 し 槽

調 理 台

補 助 調 理 台

ガステーブルコン′ロ

換 気 扇

湯 栓･水 栓

照 明

780

1,750

800

1,275 1 1,700

1,750

800

1,750

800

全 幅 中 棚 1 段†i十

全 幅 引 出 し 付

1 槽 槽

ク
ー

テ

!一
15cm スイッチ付

湯 水 混

10W蛍光灯スイッチ付

ガ ス カ ラ ン 付

‾7-卜'付/〉

台 形

20W蛍光灯スイッチ付

細則調理fT {､■7･キー･｢rLコニご

顧---⑳

⑳

流L槽 水桔ハイ｢‾ ヒ･･クー‾ズ郎り!fT

4.使用上の便宜性

キッチンムーブネットの特色と便宜性について,すでにいくつか

の事例を述べたが,さらに一般の台所に例を見ない特長の中から大

きなもの2つを述べる｡第1は家事労働を著しく軽減するというこ

とであF),第2は住居そのものをコンパクトにすることができると

いうことである｡

家庭の主婦は1引こ数キロメートルを歩くといわれているが,そ

の大部分は台所の労働にある｡キッチンムーブネットでほレイアウ

トがすぐれており,しかも全体をコン/くクトに取りまとめたので,

主婦の調理のための歩行距離,すなわち動線の延長は常識に比較し

て半分である｡一定の料理について一般の台所と,ムーブネットを

据え付けた台所とを比較実験した結果,一般の台所の45%に過ぎ
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第2図 調理台部分の水平断面

藍
鞋叶

屋内

こ1背一缶露出方式

⊂〕
浴室

(Bタイフ)

○

≡口≡

(b:･間仕切り方式

第3図 据付け方法の一例
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日立全自動式有線放送交換機

従来は,手動式で満足できた有線放送交換機も,農漁村における

生活様式の変化あるいは,農協の合併などによる施設の大形化なら

びに交換手の人材難による雇用問題,人件費の増大などにより自動

化の要望が強くなったので,今回日立全自動式有線放送交換機を開

発し,すでに神奈川県大和市渋谷農協,岐阜県加子母村農協などに

納入され順調に稼動中である｡/

1.形 式

自動交換機には,動作が安定で信煩性があり,現在日本国内でい

ちばん多く用いられているストロジャ式を採用し,これに秘話およ

び個別呼出の機能と,放送横能とを付加したものであるから,動作

が安定で,信顧できるものである｡

なお自動交換轢の回線容量も,組み合わせにより50回線以上何回

線でも設置できるとともに,増設も容易に可能なように設計されて

いるので,非常に市場性に富んでいる｡

また500回線以上は架形式の50号形を標準とするが,いちばん市

場性の多い400回線以下のものは,据付面積の縮小と,天井の低い

所でも設置できるようコンパクトな防じん形のケースに収容してあ

るので,建設および保守が容易で,工事期間も少なくてすむなど多

くの特長を有している｡

2.お も な特長

(1)自動式であるため接続が迅速におこなわれ,なおかつ昼夜

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

1

2

3

4

5

6

7

の別なく通話をすることが可能である｡

完全なる秘話,個別呼出式であるため,通話の秘密が保て
る｡

交換手を必要としないので,経済的である｡

加入者呼出音は,電子交換枚と同じ方式のトーソリンガ式

である｡

各家庭に設置する電話機は,話中表示器,緊急時の割込通

話ボタンなど必要なものをすべて包含しているので,付属

箱のようなものは不要である｡

本部よりいっせい放送あるいは地区別放送(標準品は10地

区まで)が任意に可能である｡

放送中の非常時に緊急呼出が可能である｡

公社線への局線接続は,局線接続装置(局線中継台など)を

付加するだけで容易に可能である｡

3.仕 様

形 式 ストロジャ式

交換機動作電源 DC 48V

インパルス電源 DClOOV

線路抵抗(含電話機) 1,000幻以下/ルーフ

線路漏えい抵抗 40k凸以上

1回線当たり電話棟数 10個以下
ダイヤルインパルス スピード10IMP/s

メーク率 33%

第1表 白動式有線放送交換機標準構成表

l50
口R 名

画
竺l_三聖

教量l数量

190

数量

竺【l空し聖

教量l数量恒量

400

数量

500

数量

1

2

3
▲
4
5
6
7
8
9
1
0

自動交換機関係

UAF-3A自動交換機

UAF-3R //

UAF-30F //

UAF-3C //

UAF-3MD //

UAF-3E //

UAF-3F //

UCA操作台A

UAB試験函A

UV形拡声装置

1

1

3

2

2

2

1

1,00OW

第1図 UAF-3-A 自動交換機
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第2図 UCA 操作台にテーフ

ンコーダ,レコードプレイヤ

を搭載したもの

250

第4図190回線自動有線放送

交換装置酉己置図

4.交換装置の構成

500回線までの標準的な構成は,自動式有線放送交換機標準構成

蓑による｡

5.標準的な機械配置

一例として,190回線における交換室の所要床面積と機械配置を,

190回線自動式有線放送交換装置配置図で示す｡

(日立製作所通信機事業部)

第3図 HSA-302B 自動式有線放送用電話機
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口ゝ■/二評論第47巻第6り･ 1175

SV形W-2S式積分付トランジスタ電圧調整継電器

良質な電乞ほ需要家に送ることを口約として,電力系統において

各種の調繋挫作が行なわjtているが,木器は負荷時タ､ソプ卯喚附寸

変圧器(L･R･T)と組み合わせて用いる電圧詞鰯陣電話旨でおもな仕

様は次のとおりである｡

(1)電圧整定軌札..
‥95～124V(1Vstep)

(2)感度整定範P札…
.1～4%連続可変

(3)限時紫定範l用‥‥‥感度の10†汚の電庁変化に対し3～30秒

連続可変

木H削ま完令なる積分動作を行なうため,いかなる複雑な変勅をす

る系統ででも最適の調整動作を行なうことができる｡

1.動 作

系統の電圧をg(Ⅴ)に調整する場合,負荷の変動によf)』E(Ⅴ)

の偏差を生じたとする｡L.R.Tのタップ切換操作は段階的に行な

われるため,これを調軽する継電器もハンサンダを防l卜するため不

感帯を設け,】』EJが継電器の感動電圧』Eぶ(Ⅴ)以上になったとき

に切換操作を行なう｡しかるに,この切り換えほタップ切換諸賢の≠手命

を考慮して,1日の切換数を数十阿以卜とする必要があF),】dヱ=

>』E5のように電托が酎ヒした時間をT,系統により子央まる定数

をゐとすれば

』Exr≧点 およぴl』且F≧dEs (1)

なる条件で切換動作を行なうのがよい｡

通常』Eは時間の関数として,』E=』g(才)のように変化するの

で,(1)式の』Eは時間rの間の平均電圧力育=

置き換えられ
妄与三､』且(g)d′と

～ニ卿)d′≧ゐおよび去nE(榊∠≧批…‥(2)
なる条件で働く継電器が必要となる｡

木器は内珊に差電圧検出回路を設け,これより』E(∠)に比例した

電圧を導出し,これをR.C積分l可路に加えている｡このためR.C

積分硝の出力はdE(g)岬均電圧去iニ卿)如こ比例し,かつ
動作時閃は次段のスイッチIql路の検出レベルを一定とすれば概略

l』g】に反比例するから,原坪的に(2)式を満足するような動作

をする｡限侍特性は弟2図に示すように大幅に変化させることがで

きるので,系統に応じて簡桝こ整足することができる｡

250

ハUO2

二ご

貸

基

150

00

50

■=山瀬定100V
感性繋芯 1鞍ノ

J与馴.チャた1Lln

ー10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 810

l‾ 射ヒ釘l三(糾 -一

節2岡 限 咋 特 什

動作限時1分

第1図 SV形W-2S式電圧調軽継電話洋

本器はフリッカーの多い系統に適用した場令,その特長を最大限

に発揮する｡すなわち,第3図ほフリッカーの多い系統を模擬した

電圧を加えた場合の動作を示す図で,フリッカー平均電圧が感動電

圧より0.5V大きいときはフリッカーの最大および投小電化が1く感

帯の市t州如こ存在しても適l[な側の接∴■ヱが開成し,フリッカー､ド均fE

lモを不感帯内に納める方向にタップを抑)換える(-ノ また,プリ､ソカ

ー平均電圧が不感帯内にある場合にはフリッカーの最大および最′卜

電拝が不感帯外へ飛び出すような場合でも,いずオtの桜山も開成せ

ず,電圧切換は行なわない｡

木器はこのような積分を阿路素丁により行なっているため,吋助

邦の摩耗などによる継電器の破損はまったくなく,ノf命試験の紙火

も200万何の動r即こよる動作点の変化はほとんど認めにJれず,十分

`安定した特性を七▲していることが実証されている(,

r口立製作所計測然･打業｢■;二【;)

フリッカーー最大電圧106V

1.限時整定10秒

2.感度繁ラ王1%

フリッカー平均電圧102V

平衡点100.5V

フリッカー最′+､電圧98V

不感常2V(△E一=1V)

l秒

し継電器が動作し下げ操作を行なった

(a)継一rE器動作･の例(一岬J一往庄が不惑帯以卜のため継電器は動作する)

時 間1分 1秒

この先約JO分間測定し不動作

プリ･ソカ【長大電圧103.5V

平衡点=フリッカー平均電圧100.5V

フリッカー最小電圧97.5V

不感帯 2V(△E,=1■､)

(l))継電器不動作の例(11均電斥が不感常内のため継電器は不動作となる)

第3｢更lフリ ッ カ
ー 磁爪 印 仙仰 の 動作
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日立3～30kV移動用ケーブルおよび付属品

l-11上電線株式会社でほ椚和33年わが国最初の移動用ケーブルを

完成以来,各電力会社に種々の電圧,サイズのケーブルおよび付属

■一打tを納入してきた｡しかし近年電力供給安定化の要望がますます強
く,当初は移動変電申に付属したリード線としての用途に限られて

いたが,巌近ではケーブル単独でも変電所内での工事や,機器保′､■F

点検時のバイパス用または台風,地震などによる災害時の非常給電

用などに用いられ,さらに大l二場においても電要回線の事故時の応

急対策用などに使用されるようになった｡)

したがってその使用R的から迅速容易な取F)扱いが必要で,普通

の匝卜定用電力ケーブルと異なる構造がとられ,ケーブルヘッドやド

ラムなどにも特殊な工夫が施されている｡J以下に広く利用されてい

る30kV級までの移動用ケーブルおよび付属品の特長を紹介する｡

(60～78kV級についてほ別報)

ト ケーブル本体

移動用ケーブルでは延線,巻取i)を繰り返すためすぐれた‾吋とう

性,梗概的強度が必要で,原則として導体ほ細い素線構成を採用し,

絶縁体としてはプチルゴムを用い遮へい層は軟銅線編組構造として

いる｡シースは撥械的にじょうぶなクロロブレンゴムで大サイズlTl-1

でほさらに摩粗 外傷に強い綿帆布補強層を設けている｡〕

2.ケーブルヘッドおよび付属品

使用現地で延線後直ちに課電可能なことが必要なので,ケーブル

ヘッドはあらかじめケーブルの両端にモールド取付けされている｡
標準構造は遮へい形であるが20,30kV級は必要によりコンデンサ

分圧形とすることもできる｡最外層はすぐれた耐汚損J閃絡特性を

ノ示す耐トラッキングプチルゴムによる完全一体のモールドである｡

第1図に電鉄会社における移動変電卓への取り付状況を示す｡

その他付属品としてほケーブルヘッド保護カバー,接地用リード

線,支持用ブラケットなどがあり,特に応急用などで長尺ケーブル

が必要な場合にほ ケーブルヘッドどうしをきわめて短時間に接続

できる中間接続器具がある｡第2図にその一例を示す｡

3.ドラムおよび付属品

移動用ケーブルでほその迅速性,取扱件のうえでドラムのIJ了める

役割りはきわめて大きい〔)l_トた電線ではその点を考慮して従来の観

念を打破した独創的な種々のドラムおよび付属品を開発納入し好評

を得ている(いずれも年寄許,実用新案出陳中)｡

ケーブルを延線する際 従来構造のドラムでは使用現場に運搬後

ジャッキ,ドラム受台などの上にドラムを設置してケーブルを引き

出すことが必要であったが,ケーブルを巻き付けたドラム胴のみが

自由に回転可能な2垂回転形ドラムを開発した結果,きわめて作業

が容易になった｡

また移動ケーブルは使用粂長が未定であり,従来は短拝聞/ミイパ

ス時などにはドラム巻付け通電が不‾口†能で,全長繰り出して使用し

第1図 20lくⅤモー′しドケ【

プ′しヘッド実用状況

なければな仁ノなぃ小触があ/1たが,こ′才いこ対してもケーブルをドラ

ム胴Lで折り返して巻き付け,内端末をf‾｢志免艮だけ′汁き出し,残

余を巻き残したまま通電可能な特殊ドラムを完成した(､舞3図に3

相並列巻付けの同方式ドラムを,第4図にその延線状況を示す｡

また比較的小サイズ

ケーブルや応急対策用

などでは,より迅速な

機動性を必要とするた

めに普通形ドラムを容

跡こ積載し,かつ,そ

のまま移動延線が可能

な特殊台車方式も完成

している｡第5図に木

方式による妃+急用ケー

ブルおよび付属■甘1一式

を示し,第d図に本ケ

ーブルの移動延線状況
を示す(〕

(日立電線株式会社)

第3図 ケーブ′し折返し′巻口1■i端ミ′川1i形

2看回転トラム

葛惑ゝ
;b■ゝr

=‾_三雲琴

此■奄柴草≧鸞買__慧七､､

第4国 3相---▲括両端末の同時娃線状耽

第5岡 応急用ケーブノしおよび付属l■-1ト･式

第2図 但 線接続 器 具
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第6図 応急用ケー∴ノ'′L移動延線状テ妃




